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主
な
内
容

喜多方市社会福祉協議会公式

社 協
だより

８月の本所おもちゃ図書館は水あそびを楽しみました。
サンサンと照る太陽と気温３０℃超の最高の水あそび日和( *́ 艸` )
噴水プールやミストシャワー、水鉄砲で夏らしく涼みました。



喜多方市社会福祉協議会賛助会員名簿
賛助会員にご協力いただきありがとうございます

令和2年9月30日現在で会員登録となっている企業・団体様を掲載させていただいております。

㈱
ト
レ
ビ

㈱
坂
内

源
来
軒

塩
川
屋

ま
こ
と
食
堂

丸
見
食
堂

㈲
田
舎
の
シ
ェ
フ
の
味
工
房
・
喜
一

㈲
お
ゝ
多

㈲
喜
多
方
麺
茶
家

㈲
佐
藤
屋

㈲
新
丁
子
屋

㈲
杉
葉

（医）
い
と
う
眼
科

（医）
う
え
の
歯
科
医
院

（医）
健
仁
会
あ
き
も
と
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（医）
昨
雲
会
飯
塚
病
院

（医）
佐
原
病
院

（医）
社
団
小
野
病
院

（医）
社
団
日
新
会
入
澤
病
院

（医）
社
団
福
寿
会
武
田
医
院

（医）
晶
晴
会
喜
多
方
腎
泌
尿
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

（医）
爽
陽
会
鳴
瀬
病
院

（医）
内
科
・
消
化
器
科
み
つ
は
し
医
院

（医）
福
田
耳
鼻
咽
喉
科
醫
院

（医）
山
田
産
婦
人
科
医
院

大
竹
内
科

㈱
同
仁
社　

会
津
営
業
所

㈱
ハ
ッ
ピ
ー
ケ
ア
会
津
支
店

喜
多
方
市
地
域
・
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
☆
き
ら
り

さ
い
と
う
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

塩
川
松
崎
歯
科
医
院

（
社
福
）天
心
会

（
特
非
）富
夢
富
夢

な
る
せ
歯
科
医
院

ふ
れ
あ
い
の
家

村
澤
歯
科

㈲
介
護
福
太
郎
喜
多
方
営
業
所

オ
ー
ト
ガ
レ
ー
ジ

㈱
コ
ク
ピ
ッ
ト
１
２
１

㈱
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
き
た
か
た

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
福
島
㈱
喜
多
方
店

福
島
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
喜
多
方
店

福
島
日
産
自
動
車
㈱
喜
多
方
店

丸
栄
自
動
車
工
業
㈱

㈲
旭
モ
ー
タ
ー

㈲
塩
原
自
動
車
工
業

㈲
中
央
ボ
デ
ー

会
津
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
Ｓ
Ｋ
Ｃ
ツ
ー
リ
ス
ト

喜
多
方
観
光
バ
ス
㈱

喜
多
方
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

喜
多
方
交
通
㈱

笹
屋
旅
館

㈲
山
形
屋
旅
館

㈲
湯
本
屋

会
津
商
工
信
用
組
合
喜
多
方
支
店

会
津
信
用
金
庫
山
都
支
店

㈱
東
邦
銀
行
喜
多
方
支
店

㈱
福
島
銀
行
喜
多
方
支
店

東
北
労
働
金
庫
喜
多
方
支
店

㈲
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ッ
フ

相
田
造
園

会
津
喜
多
方
生
コ
ン
㈱

会
津
建
物
管
理
㈱

秋
元
工
業
㈱

伊
藤
鉄
工
建
設
㈲

小
野
瀬
工
業
㈱

樫
内
建
設
工
業
㈱

㈱
カ
ナ
メ
喜
多
方
工
場

㈱
唐
橋

㈱
環
境
建
設

㈱
き
た
で
ん

㈱
コ
ウ
キ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

㈱
光
進
都
市
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

㈱
郡
山
測
量
設
計
社
会
津
支
店

㈱
小
滝
建
設

㈱
相
模

㈱
鈴
木
総
業

㈱
ダ
イ
ゴ

㈱
高
橋
建
設

㈱
高
橋
電
工

㈱
津
田
生
コ
ン

喜
多
方
市
建
設
業
組
合

喜
多
方
ブ
ル
自
工
㈱

参
恵
工
業
㈱

四
国
電
気
㈱

大
建
工
業
㈲

星
電
気
工
事
㈱

㈲
加
藤
建
築
設
備

㈲
丸
金
商
会

〈
企
業
・
団
体
等
〉
※
五
十
音
順（
分
類
別
）・
敬
称
略

飲
食
関
係

金
融･

保
険

医
療
機
関
・
社
会
福
祉
施
設
・
福
祉
用
具
販
売

ホ
テ
ル
・
旅
館･

旅
行
・
タ
ク
シ
ー

土
木･

建
築･

電
気･

設
備･

資
材
関
係

自
動
車
関
連
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喜多方市社会福祉協議会賛助会員名簿
賛助会員にご協力いただきありがとうございます

令和2年9月30日現在で会員登録となっている企業・団体様を掲載させていただいております。

関
本
広
告
巧
芸

北
斗
印
刷
㈱

耶
麻
プ
リ
ン
ト

㈲
光
陽
印
刷

㈲
物
江
工
業
所

Ｓ
Ｓ
Ｋ
セ
ー
ル
ス
㈱
喜
多
方
工
場

㈱
河
京

（資）
喜
多
の
華
酒
造
場

（名）
星
商
店

島
慶
園

生
活
共
同
組
合
コ
ー
プ
あ
い
づ

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
喜
多
方
前
田
店

ほ
ま
れ
酒
造
㈱

ヤ
マ
ヘ
イ
分
店

夢
心
酒
造
㈱

会
津
ク
リ
ー
ン
㈱

荒
川
産
業
㈱

㈲
喜
多
方
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー

㈲
喜
多
方
綜
合
衛
生
セ
ン
タ
ー

㈲
高
郷
清
掃

㈲
山
都
塵
芥
収
集
社

会
津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

喜
多
方
市
ふ
る
さ
と
振
興
㈱

喜
多
方
市
役
所
課
長
会

喜
多
方
市
役
所
部
長
会

（
公
社
）喜
多
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
津
消
防
用
品
㈱

オ
オ
ギ
ヤ

㈱
栄
町
オ
サ
ダ

喜
多
方
ガ
ス
供
給
セ
ン
タ
ー
㈱

日
章
産
業
㈱

野
辺
商
店

福
島
リ
コ
ピ
ー
販
売
㈱
会
津
支
店

丸
石
商
事
㈲

㈲
瀬
野
消
火
器
店

隆
貴
堂
や
ま
と
み

㈱
ア
ク
シ
ス

㈱
大
善

㈱
メ
フ
ォ
ス

髪
結
処
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
ぱ
れ
あ
な

喜
多
方
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
㈱

税
理
士
長
嶋
理
一
郎
事
務
所

第
一
総
合
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
お
ぐ
ま

吉
原
産
業
㈱

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
総
合
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
ア
ッ
プ
ル
ツ
リ
ー
東
北
工
場

㈱
エ
ク
セ
デ
ィ
福
島

㈱
岡
野
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
東
北
工
場

㈱
佐
藤
製
綿

㈱
ノ
ー
リ
ン

㈱
メ
カ
テ
ッ
ク

カ
ー
シ
ー
カ
シ
マ
㈱
喜
多
方
工
場

喜
多
方
軽
金
属
㈱

特
殊
精
機
㈱

羽
入
縫
製
㈱

日
吉
工
業
㈱
会
津
事
業
部

本
田
金
属
技
術
㈱
喜
多
方
事
業
部

モ
ト
イ
精
機
㈱

㈲
ア
イ
・
テ
ィ
ー
・
オ
ー

㈲
ク
レ
ア

産
業
廃
棄
物
処
理
・
衛
生
処
理

運
送
・
各
種
サ
ー
ビ
ス

葬
祭
関
係

機
関
・
団
体
等

小
売
・
生
活
用
品
・
防
災
等

印
刷
・
看
板

酒
造
・
食
品
加
工
販
売
等

精
密
・
機
械
製
造･

情
報
通
信
等

賛助会員加入のお願い
皆さまからご協力いただいた会費は、おもちゃ図書館や高齢者サ

ロン等、地域に密着した、子どもから高齢者にいたる様々な福祉事
業に活用させていただいております。

多くの皆さまに趣旨をご理解いただきご協力を賜りますようお願い
いたします。

おもちゃ図書館大型遊具の充実 世代間交流事業

　

こ
の
名
簿
は
皆
様
か
ら
の
賛
助
会
員
加
入
申

込
書
を
基
に
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
掲
載
内
容
の

修
正
が
あ
れ
ば
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
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喜多方市社会福祉協議会賛助会員名簿
賛助会員にご協力いただきありがとうございます
令和2年9月30日現在で会員登録となっている方を掲載させていただいております。

〈
個
　
人
〉
※
五
十
音
順
・
敬
称
略

穴　

澤　

高　

子

穴　

澤　

祐　

二

安　

部　

洋　

子

荒　

明　
　
　

毅

荒　

川　

裕　

子

五
十
嵐　

英　

子

五
十
嵐　
　
　

智

五
十
嵐　

弘　

之

石　

井　

い
づ
み

石　

井　

悦　

明

伊　

関　

秀　

一 

一
ノ
瀬　

知　

恵

一　

旗　

輝　

雄

入　

岡　

壽　

一

岩　

崎　
　
　

豊

岩　

下　

義　

一

岩　

田　

綾　

子

岩　

田　

善
一
郎

岩　

淵　

智　

子

岩　

本　

義　

昭

鵜　

川　

晶　

子

瓜　

生　

奈
緒
美

遠　

藤　

昭　

人

遠　

藤　

源
太
郎

遠　

藤　

コ　

ト

遠　

藤　
　
　

悟

遠　

藤　

善　

三

遠　

藤　

貴　

子

遠　

藤　

次　

男

遠　

藤　

治　

巳

遠　

藤　

英　

昭

遠　

藤　

英　

雄

遠　

藤　

昌　

幸

遠　

藤　

三
津
子

大
河
原　

幸　

尉

大　

関　

さ
ち
子

大　

関　

信　

二

大　

関　

倫　

朗

大　

竹　

小
百
合

大　

竹　

英　

昭

大　

竹　

由
記
子

大　

塚　

里　

美

大　

西　

美　

喜

大　

野　

皐　

月

大　

堀　

裕　

子

大　

森　

志
津
子

小　

熊　

研　

一

小　

熊　

文　

代

小　

汲　

喜　

郎

長　

田　

文　

江

小　

澤　

絹　

子

小　

澤　

美
智
子

小
田
切　

秀　

史

小　

野　

清
一
郎

甲　

斐　

修　

一

風　

間　

常　

義

片　

桐　

ゆ
り
子

加　

藤　

俊　

哉

金　

田　

亮　

二

冠　

木　

紳
一
郎

川　

口　

イ
チ
子

菊　

地　

節　

子

北　

上　

博　

子

北　

見　

千　

穂

樟　

山　

敬　

一

熊　

田　
　
　

寿

栗　

城　
　
　

孝

栗　

村　
　
　

勲

玄　

永　

光　

子

五
条
方　

晃　

治

小　

林　

賢　

治

小　

林　

幸　

助

小　

松　

祐　

子

齋　

藤　
　
　

勇

齋　

藤　

マ
サ
子

斎　

藤　
　
　

勝

齋　

藤　

美　

里

齋　

藤　

美
代
子

齋　

藤　

祐　

子

齋　

藤　

好　

正

齋　

藤　

里　

香

齋　

藤　

禮　

治

酒　

井　

彩　

芳

酒　

井　

富
美
子

坂　

本　

真
理
子

相　

良　

宗　

夫

佐
々
木　
　
　

明

佐　

藤　

勝　

康

佐　

藤　

千　

鶴

佐　

藤　

伸　

宏

佐　

藤　

文　

子

佐　

藤　

美　

穂

佐　

藤　
　
　

恵

佐　

藤　
弥
右
衛
門

佐　

藤　

好　

則

佐　

野　

喜　

平

佐　

野　

圭　

一

佐　

野　

弘　

治

澤　

田　

一　

弥

佐　

原　

和
佳
子

志　

田　

公　

司

治　

田　

ム
ツ
子

庄　

司　

俊　

光

鈴　

木　

勝　

俊

鈴　

木　

孝　

子

鈴　

木　

敏　

憲

鈴　

木　

美　

恵

須　

田　
　
　

崇

須　

藤　

茂　

樹

須　

藤　

俊　

弘

清　

野　

弥　

生

清　

野　

由
美
子

清　

野　

洋　

一

関　

本　

克　

聡

高　

久　

裕　

子

高　

野　
　
　

進

高　

橋　

敏　

衛

髙　

橋　

野　

子

髙　

橋　

美　

幸

髙　

畑　

睦　

雄

田　

代　

喜
代
志

田　

代　

時　

代

田　

中　

喜　

作

田　

中　
　
　

詢

棚　

木　

加　

奈

玉　

木　

康　

則

近　
　
　

泰　

照

塚　

原　

正　

道

東　

條　

孝　

雄

東　

條　

保　

夫

遠　

山　

権　

司

外　

島　

千
鶴
子

外　

島　

正　

弘

長　

井　
　
　

進

永　

井　

典　

子

中　

島　

良　

子

夏　

井　

隆　

一

成　

田　

辰　

平

西　
　
　

浩　

美

野　

邉　

善　

市

羽　

柴　

英　

里

橋
谷
田　

真
由
美

蓮　

沼　

超　

男

長
谷
川　

政　

行

花　

見　

幸　

子

原　
　
　

倫　

子

原　
　
　
　
　

稔

平　

田　

広　

美

平　

田　

正　

守

蛭　

川　

多
美
子

廣　

瀬　

雅　

彦

福　

島　

修　

一

福　

地　

公　

子

福　

地　

静　

代

古　

川　

英　

雄

古　

川　

善　

裕

古　

木　

俊　

一

辺　

見　

克　

夫

松　

本　

恵　

美

真　

鍋　

由
美
子

三　

浦　
　
　

香

皆　

川　

幸　

輝

峯　

岸　

幸　

雄

宮　

城　

圀　

泰

宮　

本　

志
津
雄

武　

藤　

顯　

夫

武　

藤　

和　

子
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※本年度の社会福祉大会は新型コロナウイルス感染
症の拡大を防ぐため、事前にご案内する福祉関係者
の方のみの参加とさせていただきます。楽しみにさ
れていた皆様には誠に申し訳ございません。
　　市民の皆さんの健康と安全を守るための対応で
すので、ご理解いただきますようお願いいたします。

第74回福島県社会福祉大会は10月29日（木）に喜多
方プラザ文化センター大ホールにて開催されました。
新型コロナウイルス感染予防の観点から、大幅に規模
を縮小した大会となりましたが、県内各地から200名
を超える関係者が出席されました。
大会の席上で感謝状を授与された皆様、誠におめで

とうございます。

※新型コロナウイルス対策のため、参加は事前にご
案内する福祉関係者のみとさせていただきます

令和２年８月７日に高郷地区に生活支援支え合い会議が設立されました。
委員の方は民生児童委員、行政区長会や福祉団体の代表、公民館長、地域おこし協力
隊、地域住民の代表、市役所
職員、社会福祉協議会職員の
18名です。
高郷地区においては人口減
少、少子高齢化の進行によっ
て一人暮らしや高齢者世帯の
増加など、地域の状況が大き
く変化しています。今後は、地
域情報を共有しながら、将来
に向けて「自分たちのまちをど
のような地域にしたいか」等の
話し合いを行っていきます。

高郷地区生活支援支え合い会議設立

第１６回
喜多方市社会福祉大会

〇大会会長感謝
　＜役職員功労者＞
　　西　　　浩　美　　　橋谷田　真由美
　　高　久　裕　子　
〇ボランティア功労
　＜県知事感謝＞
　　遠　藤　栄　子　　　荒　川　節　子
　　齋　藤　ヤス子
　＜県社会福祉協議会長感謝＞
　　団体／喜多方市赤十字奉仕団
　　個人／穴　澤　高　子　　遠　藤　カズ子
　　　　　風　間　タカ子　　風　間　美代子
　　　　　小　島　靜　江　　小　山　節　子
　　　　　斎　藤　千　歳　　鈴　木　優　子
　　　　　樋　口　和　男

日　　時：令和２年 11 月 18 日（水）
　　　　　14：00 ～ 16：00
場　　所：喜多方市総合福祉センター
　　　　　多目的ホール
内　　容：社会福祉功労者表彰
　　　　　大会宣言の朗読
記念講演：「ウィズコロナ下の健康管理」
　　　　　喜多方医師会会長・
　　　　　医療法人 内科・消化器科みつはし医院
　　　　　理事長　三　橋　彦　也　先生

表彰・感謝状受賞者
（ボランティア・社協関係者）

（敬称略）

第７４回福島県社会福祉大会
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を超える関係者が出席されました。
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※新型コロナウイルス対策のため、参加は事前にご
案内する福祉関係者のみとさせていただきます
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委員の方は民生児童委員、行政区長会や福祉団体の代表、公民館長、地域おこし協力
隊、地域住民の代表、市役所
職員、社会福祉協議会職員の
18名です。
高郷地区においては人口減
少、少子高齢化の進行によっ
て一人暮らしや高齢者世帯の
増加など、地域の状況が大き
く変化しています。今後は、地
域情報を共有しながら、将来
に向けて「自分たちのまちをど
のような地域にしたいか」等の
話し合いを行っていきます。

高郷地区生活支援支え合い会議設立

第１６回
喜多方市社会福祉大会

〇大会会長感謝
　＜役職員功労者＞
　　西　　　浩　美　　　橋谷田　真由美
　　高　久　裕　子　
〇ボランティア功労
　＜県知事感謝＞
　　遠　藤　栄　子　　　荒　川　節　子
　　齋　藤　ヤス子
　＜県社会福祉協議会長感謝＞
　　団体／喜多方市赤十字奉仕団
　　個人／穴　澤　高　子　　遠　藤　カズ子
　　　　　風　間　タカ子　　風　間　美代子
　　　　　小　島　靜　江　　小　山　節　子
　　　　　斎　藤　千　歳　　鈴　木　優　子
　　　　　樋　口　和　男

日　　時：令和２年 11 月 18 日（水）
　　　　　14：00 ～ 16：00
場　　所：喜多方市総合福祉センター
　　　　　多目的ホール
内　　容：社会福祉功労者表彰
　　　　　大会宣言の朗読
記念講演：「ウィズコロナ下の健康管理」
　　　　　喜多方医師会会長・
　　　　　医療法人 内科・消化器科みつはし医院
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（敬称略）

第７４回福島県社会福祉大会
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高郷
地区 高郷中学校福祉活動ボランティア高郷中学校福祉活動ボランティア

開講式の様子

使う人のことを思い心をこめて作成

振り込め詐欺は他人事ではありません

喜多方
地区

熱塩加納
地区 世代間交流稲刈り世代間交流稲刈り
秋本番、会北中学校が稲作学習をしている無農薬米水
田に稲が実りました。全校あげての稲刈りには、地元の針
生ひだまりサロンが毎年お手伝いをしています。
サロンの会員は皆さん農家ですが、刈った稲を棒に干す

“はぜがけ”は今ではほとんどしない作業なので四苦八苦。
昔を思い出しながら中学生と一緒に汗を流しました。
新型コロナウィルスの影響でサロン活動も自粛が続きま
したが、爽やかな秋晴れの下、久しぶりに顔を合わせての
賑やかな楽しい活動になりました。

本年度の介護職員としての基礎的な資格取得の研修で
ある「介護職員初任者研修」は、新型コロナウイルス感染
が拡大するなかで、感染予防対策を十分に講じながら、
８月25日に開講しました。
市内外から18名が資格取得を目指した皆さんは、緊張
した面持ちで研修をスタートしました。
一人でも多くの方が市内で就労されることを期待してい
ます。

高郷中学校では、本会が実施している「新聞紙エコバッ
グ」作成ボランティアに取り組んでいただきました。
例年ですと、社会福祉活動として3年生が高郷デイサー
ビスセンターの利用者の皆さんと交流を行ってきました
が、今年は新型コロナウィルス対策により来訪ができない
ことから代わりに行われました。
1個めは戸惑いながらの作成でしたが、さすが中学3年
生、要領をつかんでからは次 と々完成させ、たくさんのエコ
バッグができました。
作成されたエコバッグは、本会を通じて市内のスーパー
へ配布されます。手にとられた方がいらっしゃいましたら、
ぜひ生徒さんたちの顔を思い浮かべてください。

山都地区の舘原いきいきサロンでは、山都駐在所の生
江専門官を講師にお招きし、「振り込め詐欺の現状と防止
について」というテーマで学習会を行いました。
　「電話でキャッシュカードの話しが出たら、それは詐欺」
　「電話番号が変わったという電話は詐欺」
など、詐欺の手口や対処方法などを学び、有意義なサロ
ン活動となりました。

塩川デイサービスセンターで敬老会を開催し、利用者の
皆さんのご長寿をお祝いしました。職員による劇場紙芝居を
披露した後、お一人おひとりに記念品の贈呈を行いました。
もうすぐ100歳のお誕生日を迎えられる3名の方に、健
康長寿の秘訣についてインタビューをしてみました。
【おいしく食べる】【くよくよしない】【みんなと楽しくお
話をする】などでした。
これからも、塩川デイサービスセンターに楽しく元気に
通って頂けますよう、職員一同健康長寿をお祈りしていま
す。合言葉は『目指せ100歳！』

山都
地区

悪質な詐欺から
身を守るために
悪質な詐欺から
身を守るために

塩川
地区 『目指せ100歳！』みんな元気に『目指せ100歳！』みんな元気に

～介護人材の育成のために～～介護人材の育成のために～
令和２年度介護職員初任者研修開講しました令和２年度介護職員初任者研修開講しました

“はぜがけ”の土台立て

本会では、福祉大学等から福祉相談援助技術実習の
依頼を受け、学生の受け入れを行っています。
実習は、社会福祉士の業務を中心とした社会福祉協議
会の業務全般について約１ヶ月間にわたって行いました。
学生は、将来福祉の分野で働くことを目指して熱心に課
題に取り組む皆さんばかりで、自分が生まれ育った故郷の
地域福祉を取り巻く現状を知る機会にもなっています。
学生皆さんの輝く未来を応援しています！

明日の福祉を担う学生さんにエール！！

もうすぐ100歳
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田に稲が実りました。全校あげての稲刈りには、地元の針
生ひだまりサロンが毎年お手伝いをしています。
サロンの会員は皆さん農家ですが、刈った稲を棒に干す

“はぜがけ”は今ではほとんどしない作業なので四苦八苦。
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新型コロナウィルスの影響でサロン活動も自粛が続きま
したが、爽やかな秋晴れの下、久しぶりに顔を合わせての
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が拡大するなかで、感染予防対策を十分に講じながら、
８月25日に開講しました。
市内外から18名が資格取得を目指した皆さんは、緊張
した面持ちで研修をスタートしました。
一人でも多くの方が市内で就労されることを期待してい
ます。

高郷中学校では、本会が実施している「新聞紙エコバッ
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ことから代わりに行われました。
1個めは戸惑いながらの作成でしたが、さすが中学3年
生、要領をつかんでからは次 と々完成させ、たくさんのエコ
バッグができました。
作成されたエコバッグは、本会を通じて市内のスーパー
へ配布されます。手にとられた方がいらっしゃいましたら、
ぜひ生徒さんたちの顔を思い浮かべてください。

山都地区の舘原いきいきサロンでは、山都駐在所の生
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披露した後、お一人おひとりに記念品の贈呈を行いました。
もうすぐ100歳のお誕生日を迎えられる3名の方に、健
康長寿の秘訣についてインタビューをしてみました。
【おいしく食べる】【くよくよしない】【みんなと楽しくお
話をする】などでした。
これからも、塩川デイサービスセンターに楽しく元気に
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“はぜがけ”の土台立て

本会では、福祉大学等から福祉相談援助技術実習の
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会の業務全般について約１ヶ月間にわたって行いました。
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－ぼらせん通信－ VOL.6

ボランティアセンターでは、コロナ禍でもできる地域での支
え合い活動として、地域の皆さんのご協力により作成した
「新聞紙エコバッグ」を市内スーパー８店舗に設置しました。
この新聞紙エコバッグは、買い物の際にエコバッグを忘れ
た方にご活用いただき、エコ活動に参加していただくもので、
１０月20日現在で2,103個のご協力をいただきました。
なお、本事業は７月下旬より実施して参りましたが、１１月末

までの受付で募集を終了することといたします。
あと1か月間となりますがご協力よろしくお願いします。
詳しくは社協ホームページ・Facebookをご覧ください。

「新聞紙エコバッグ」作成ボランティア

岩月公民館、中央公民館事業に防災意識の啓発とし
て、講話及び体験を実施してきました。
災害時の食事体験や役立つ工夫などを通して、災害

に“備える”意識を持っていただきました。
また、喜多方高校では高齢者及び認知症についての
出前講座をしてきました。高齢者擬似体験も実施し、＂相
手の立場になる″ことで、理解を深めました。
社会福祉協議会では、福祉に関する各種出前講座を

実施しております。お気軽にご連絡下さい。　

福祉と介護の出張講座

喜多方市社会福祉協議会ボランティアセンター 電話：0241-23-3231

令和２年７月豪雨災害義援金の募集令和２年７月豪雨災害義援金の募集
令和２年７月に発生した記録的豪雨により、九州地方を中心に広範囲で甚大

な被害が発生しました。
この災害で被災された方 を々支援するため、義援金の受付を行っております。
義援金は日本赤十字社福島県支部喜多方市地区及び福島県共同募金会
喜多方市共同募金委員会を通じて、被災者の復興支援に使われます。皆様の
温かいご支援をよろしくお願いいたします。

日本赤十字社福島県支部喜多方市地区 ／ 福島県共同募金会喜多方市共同募金委員会

受付場所
喜多方市社会福祉協議会本所・各支所

受付期間
令和２年12月24日（木）まで

募金箱設置場所
喜多方市社会福祉協議会本所・各支所
喜多方市役所本庁・各総合支所

お問合せ先

・仕事がみつからない
・仕事が長続きしない
・働きたいが何から始めれば
よいかわからない

・社会に出るのが不安

・毎月の家計がうまくまわら
ない

・家賃や公共料金が払えない
・税金を滞納している
・借金の返済が大変
・子どもの学費がない

・生活に不安がある
・家族が引きこもっている
・病気で働けなくなった
・病院へ行けない、交通費や
治療費が払えない

・お金も食べ物もない

☎0241－23－7373までご連絡ください。
喜多方市生活サポートセンター（社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会内）

こんなことで困っていませんか？

仕事のこと お金のこと くらしのこと

ご相談・
お問合わせは

お困りの状況や生活を一緒に考え、整理していく相談窓口です。
状況に応じハローワークや他関係機関へも同行支援します。 です。

相談無料
秘密厳守

生活サポートセンターからのお知らせ

教育支援資金貸付のご案内
福島県社会福祉協議会が実施主体で、喜多方市社会福祉協議会が窓口の貸付制度です。
他の貸付制度が利用できない低所得世帯などを対象に、進学にあたり経済的にお困りの方にお貸ししてい

ます。現在、在学中の方も利用できます。対象世帯など、詳しくは各支所までお問合せください。ホームページま
たは生活福祉資金パンフレット等でも内容をご覧いただけます。

福島県社会福祉協議会では、新型コロナウイルス
感染症の影響による休業や失業等で収入が減少し生
活資金でお悩みの世帯を対象に、３月25日より特例
貸付を実施しています。市町村社会福祉協議会での
受付期間が令和２年１２月末迄に延長になりました。
ご準備いただく書類等がございますので、事前に
下記までご連絡ください。

9月23日(水)フードドライブ活動を展開しているコープ
あいづ様よりカップ麺やレトルト食品、缶詰など130個
ほどの品物をいただきました。
「フードドライブ」とは、家庭で余っている食料品など
を持ち寄る運動のことです。コープあいづ様では、昨年
からお店で購入した指定商品をその場で寄付いただく
活動に取組みいただいています。今回は新型コロナウイ
ルス感染拡大のため、職員の方々から食料品を募り、
寄付いただきました。今回寄付いただいた品物は、地域
で必要としている方に配布されます。
ご協力下さった皆さま、大変ありがとうございました。

貸付種類 対象経費
◇修学に必要な経費
　授業料、参考書、学用品、交通費（通学定期）、
　賃貸アパート家賃など
　（食費、光熱費等は原則として対象外）

社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会
●本　　　　所 0241-23-7373
●熱塩加納支所 0241-36-3112
●塩 川 支 所 0241-27-3948
●山 都 支 所 0241-38-3100
●高 郷 支 所 0241-44-7111

◇入学に際し必要な経費
　入学金、制服、教科書等入学時に一括で購入する経費

高等学校………月額 35,000円以内
高等専門学校…月額 60,000円以内
短期大学………月額 60,000円以内
大　　学………月額 65,000円以内

500,000円以内

貸付限度額

教育支援費

就学支援費

新型コロナウイルス感染症に伴った
収入減により生活資金に
お悩みの皆さまへ

お
問
合
せ
先

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

寄
贈
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・仕事がみつからない
・仕事が長続きしない
・働きたいが何から始めれば
よいかわからない

・社会に出るのが不安

・毎月の家計がうまくまわら
ない

・家賃や公共料金が払えない
・税金を滞納している
・借金の返済が大変
・子どもの学費がない

・生活に不安がある
・家族が引きこもっている
・病気で働けなくなった
・病院へ行けない、交通費や
治療費が払えない

・お金も食べ物もない

☎0241－23－7373までご連絡ください。
喜多方市生活サポートセンター（社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会内）

こんなことで困っていませんか？

仕事のこと お金のこと くらしのこと

ご相談・
お問合わせは

お困りの状況や生活を一緒に考え、整理していく相談窓口です。
状況に応じハローワークや他関係機関へも同行支援します。 です。

相談無料
秘密厳守

生活サポートセンターからのお知らせ

教育支援資金貸付のご案内
福島県社会福祉協議会が実施主体で、喜多方市社会福祉協議会が窓口の貸付制度です。
他の貸付制度が利用できない低所得世帯などを対象に、進学にあたり経済的にお困りの方にお貸ししてい

ます。現在、在学中の方も利用できます。対象世帯など、詳しくは各支所までお問合せください。ホームページま
たは生活福祉資金パンフレット等でも内容をご覧いただけます。

福島県社会福祉協議会では、新型コロナウイルス
感染症の影響による休業や失業等で収入が減少し生
活資金でお悩みの世帯を対象に、３月25日より特例
貸付を実施しています。市町村社会福祉協議会での
受付期間が令和２年１２月末迄に延長になりました。
ご準備いただく書類等がございますので、事前に
下記までご連絡ください。

9月23日(水)フードドライブ活動を展開しているコープ
あいづ様よりカップ麺やレトルト食品、缶詰など130個
ほどの品物をいただきました。
「フードドライブ」とは、家庭で余っている食料品など
を持ち寄る運動のことです。コープあいづ様では、昨年
からお店で購入した指定商品をその場で寄付いただく
活動に取組みいただいています。今回は新型コロナウイ
ルス感染拡大のため、職員の方々から食料品を募り、
寄付いただきました。今回寄付いただいた品物は、地域
で必要としている方に配布されます。
ご協力下さった皆さま、大変ありがとうございました。

貸付種類 対象経費
◇修学に必要な経費
　授業料、参考書、学用品、交通費（通学定期）、
　賃貸アパート家賃など
　（食費、光熱費等は原則として対象外）

社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会
●本　　　　所 0241-23-7373
●熱塩加納支所 0241-36-3112
●塩 川 支 所 0241-27-3948
●山 都 支 所 0241-38-3100
●高 郷 支 所 0241-44-7111

◇入学に際し必要な経費
　入学金、制服、教科書等入学時に一括で購入する経費

高等学校………月額 35,000円以内
高等専門学校…月額 60,000円以内
短期大学………月額 60,000円以内
大　　学………月額 65,000円以内

500,000円以内

貸付限度額

教育支援費

就学支援費

新型コロナウイルス感染症に伴った
収入減により生活資金に
お悩みの皆さまへ

お
問
合
せ
先

「
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」
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・
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企
業
・
団
体

企
業
・
団
体

個

　
　人

個

　
　人

第二中学校第三中学校熱塩小学校

家庭内における高齢者虐待は、介護負担や経済的な問題、生活上の課題など、さまざまな要因によって引き
起こされます。
高齢者虐待への対応は、問題が深刻化する前に発見し、未然に防止することがもっとも重要です。
下記のリストに当てはまることはありませんか？
お近くの高齢者について「何か変だな・・・」と感じたり、いつもとは違う様子（サイン）が見られましたら
地域包括支援センターまたは市役所にご相談ください。

何かおかしいなと気づいても「家庭の問題だから」「昔から家族仲が悪いから」と見過ごした結果、最悪の事態
を招く恐れもあります。高齢者虐待かどうか判断に迷う場合でも、ひとりで抱えこまずにご相談ください。

高齢者虐待を未然に防ぎましょう！
～地域での「気づき」が虐待の早期発見につながります～

喜多方市地域包括支援センターだより

　地域包括支援センターは、高齢者の方が住み
慣れた地域で安心して生活できるように支えて
いくための相談窓口です。
　市役所、介護サービス事業所、病院、警察署な
ど関係機関と連携して困りごとの解決に努め、
地域の高齢者や家族を支えます。

お気軽にご相談ください。
TEL.0241-21-8856

あなたの街の
「喜多方市地域包括支援センター」　
元気を応援

！！
元気を応援

！！
元気を応援

！！

虐待の事実がなく誤って通報しても法的責任を問われることはありません。

相談窓口

喜多方市役所　高齢福祉課　いきがい支援係……0241-24-5230
喜多方市地域包括支援センター……………………0241-21-8856
○熱塩加納サブセンター……………………………0241-36-2336
○塩川サブセンター…………………………………0241-27-4047
○山都サブセンター…………………………………0241-38-3139
○高郷サブセンター…………………………………0241-44-7111

出
典
：
広
島
市
高
齢
者
虐
待
防
止
・
早
期
発
見
マ
ニ
ュ
ア
ル（
一
部
抜
粋
）

“よらんしょネット”

高
齢
者
か
ら
の
サ
イ
ン

態度や表情

身体の状況

話の内容

おびえた表情や、体を萎縮させている。
家族のいる場面、いない場面で態度が異なる。
体にあざや傷がある。
衣服・身体の清潔さが保たれていない。
やせが目立ったり、急な体重の減少、拒食や過食による不自然な体重の増減がある。
「怖い」「痛い」「怒られる」「家にいたくない」「殴られる」といった発言がある。
何を求めても説明しようとせず、隠そうとする。
「ホームに入りたい」「死にたい」などの発言がある

地
域
か
ら
の
サ
イ
ン

自宅から、高齢者や介護者・家族の怒鳴り声や悲鳴・うめき声、物が投げられる音が聞こえる。
室内や住居の外にゴミがあふれ、異臭がしたり、虫がわいている状態である。
高齢者が、気候や天気が悪くても、長時間外にいる姿がしばしばみられる。
高齢者が道路に座り込んでいたり、徘徊している姿がみられる。
家族と同居している高齢者が、コンビニやスーパー等で、一人分のお弁当等を頻繁に買っている。
ものごとや自分の周囲に関して、極度に無関心になり、
何を聞いても「いいよ、いいよ」と言って遠慮をし、あきらめの態度がみられる。
近所付き合いがなく、訪問しても高齢者に会えない、または嫌がられる。
郵便受けや玄関先等が、1週間前の手紙や郵便で一杯になっていたり、電気メーターがまわっていない。
電気、ガス、水道が止められていたり、新聞、テレビの受信料、家賃等の支払いを滞納している。
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重
行

広
野�

加
藤
　
長
栄

一
郷�

小
林
　
朝
雄

舘
原�

横
山
　
治
男

堰
沢�

谷
野
　
邦
夫

広
野�

中
園
　
政
俊

西
羽
賀�

齋
藤
　
利
成

揚
津�

上
野
　
信
夫

西
黄�

田
代
　
荘
一

小
土
山�

橋
谷
田
和
芳

小
土
山�

草
刈
　
利
和

揚
津�

齋
藤
　
辰
雄

塩
坪�

佐
藤
　
憲
雄

田
中�
遠
藤
　
健
治

西
黄�
田
代
　
義
衛

東
羽
賀�

國
分
　
隆
志

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
2
年
7
月
1
日
〜
令
和
2
年
9
月
30
日
受
付
分
）
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

喜
多
方
地
区

塩
川
地
区

熱
塩
加
納
地
区

高
郷
地
区

山
都
地
区

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

物
品
に
よ
る
寄
付

一
般
寄
付

８
月
１
日
号
で
掲
載
し
ま
し
た
、

マ
ス
ク
寄
付
の
方
の
お
名
前
に

間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

塩
川
町
柴
城

誤　
渡
部
ツ
ナ
ヨ
さ
ん

正　
渡
部
ナ
ツ
ヨ
さ
ん

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
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本年度も１０月１日より「赤い羽根共同募金運動」がスタートしました。
地域の支え合い運動である共同募金運動は、①１０月より１２月までの３ヶ月間に渡る「赤い羽根共同
募金運動」、②１２月 １ヶ月間の「歳末たすけあい運動」、③翌年１月より３月までの期間には福祉団体等
が提案する事業を応援する「地域課題解決型募金」として実施していきます。
本年度におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の予防に配慮しながら運動を推進して参りま
すので、より一層のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。
皆さまの「おもいやり」や「やさしさ」をお待ちしております。

赤い羽根共同募金に
ご協力よろしくお願いします！

福祉センターに共同募金ブース設置しました！！

令和２年度の
喜多方市の目標額

共　同　募　金
歳末たすけあい

８,４０２,０００円
４,０８９,０００円

赤い羽根がシンボルの共同募金は社会福祉法に基づいたみんなのための募金です。
毎年、厚生労働大臣が定める期間に全国一斉に行われておりますが、募金されたお金は“その地域の福祉”
のために使われる「自分のまちをよくするしくみ」です。また、集められた募金の一部は大規模な災害が起こっ
た際の備えとして積み立てています。この積み立ては、災害が起こった際に、災害ボランティア活動支援など、
被災地の復興のために使われています。１２月から始まる歳末たすけあい募金についても、共同募金運動の一
環で、新たな年を迎える時期に支援を必要とする人たちが、地域で安心して暮せるよう、皆さまのやさしさを
届ける活動です。

皆様からお寄せいただいた募金は全額が福島県共同募金会へ送金され、審査委員会の厳正な審査を経て配
分されます。配分された募金は地域で高齢者や児童・生徒、障がい者などの福祉向上のために様々なカタチ
で活かされています。
例えば…高齢者の生きがい支援としてのいきいきサロンの推進、おもちゃ図書館などの子育て支援、
　　　　傾聴ボランティアや除雪ボランティア、児童・生徒の福祉教育活動　など

運動期間中、様々な募金方法で皆様にご協力いただいています。
　①戸 別 募 金：行政区長さんを通して各家庭に協力をお願いしています。
　②街 頭 募 金：市内スーパーの店頭で協力をお願いしています。
　③法人個人募金：市内の個人、企業、法人等の皆さんにお願いしています。
　④学 校 募 金：市内小中高校の児童・生徒さんにお願いしています。
　⑤職 域 募 金：市内官公庁の皆さんにお願いしています。
　⑥その他の募金：募金型自動販売機や各施設に設置してある募金箱等で協力をお願いしています。
この他にもバッジ募金やマステ募金など新たな募金方法を展開しています。

●共同募金って？●共同募金って？

●地域ではどんなことにつかわれているの？●地域ではどんなことにつかわれているの？

●どんな募金方法があるの？●どんな募金方法があるの？

喜多方市総合福祉センター（社協本所）に共同募金ブースを１０月１日から３ヶ月限定で設置しております。
お気軽にお越しください♪

それぞれ一定金額以上の寄付でノベルティを贈呈いたします！ご協力よろしくお願いします (*'▽’ )/

社会福祉法人  福島県共同募金会喜多方市共同募金委員会

特製ピンバッジ募金 マステ募金 ネックストラップ募金 エコバッグ作成募金
劇場版「鬼滅の刃」

無限列車編コラボクリアファイル募金
自分だけの
エコバッグを
つくろう♪

編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112
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